
貸借対照表は企業の支払能力や経営の安定性を把握できる
貸借対照表を参照することにより、企業の支払能力や経営の安定性を把握できます。
貸借対照表の指標を用いた経営分析の方法は以下のとおりです。

貸借対照表の指標を用いた経営分析の方法
指標 計算方法 経営分析に活かす方法

流動比率
流動資産÷流動負債×100

短期で現金化される流動資産および返済期限が短い
流動負債の比率を表す。120～130％程度であれば、
支払に余裕があると判断できる

固定比率 固定資産÷自己資本（純資産）×100
長期で保有する固定資産に対する自己資本（純資産）
の比率を表す。固定資産を自己資本でまかなえている
なら、経営が安定していると判断できる

自己資本比率 （負債＋純資産）÷純資産×100
総資産に対する純資産の比率を表す。数値が高いほ
ど借金が少なく、健全な資金繰りが実現できていると
判断できる



損益計算書の指標を用いた経営分析の方法

損益計算書を参照することにより、企業の収益性を把握できます。
損益計算書の指標を用いた経営分析の方法は以下のとおりです。

指標 計算方法 経営分析に活かす方法

売上総利益率 売上総利益÷総売上高×100 売上総利益率が低いようなら、総売上高に対し
て売上総利益が少ないと考えられる

営業利益率 営業利益÷総売上高×100 営業利益率が低いようなら、業務効率を高める
必要があると考えられる

経常利益率 経常利益÷総売上高×100 企業活動全体を通じて得た利益を表すため、業
績を総合的に評価する際に重視される

損益計算書は企業の収益性を把握できる


